










はま むら やす し
氏名・(本籍) 浜 村 康 司
学位の種類 歯 字 博 士
学位記番号 第 4 9 1 6 干E玉コ
学位授与の日付 昭和 55 年 3 月 25 日
学位授与の要件 歯学研究科歯学臨床系専攻
学位規則第 5 条第 1 項該当
学位論文題目 軟口蓋運動に対する舌神経の関与に関する筋電図学的研究



























白金イリジウム合金線(直径50μ) の尖端 1 mmを絶縁剥離し hook状におりまげ口腔内より埋入した。
口輸筋に対しでも同様に埋入した。極間距離 2mmの双極誘導としオシロスコープにて観察しながら連
続撮影装置にて適宜撮影記録した。尚記録電極は尖端抵抗値が生理食塩水中で10 士 1K .Q になるよう
に，あらかじめ調整したものを用いた。実号鯨冬了後，記録電極の位置を確認した。
舌咽神経咽頭枝の求心性神経を刺激すると口蓋帆挙筋より潜時が16-28msec で振幅が80-360μV
の反射性誘発筋放電を認めた。同時に顔面神経支配の口輪筋からも口蓋帆挙筋より 6 -7 msec 遅れ
た潜時で振幅が40-160μVの反射性誘発筋放電を認めた。舌咽神経咽頭枝への刺激が2-3V にて口
蓋帆挙筋及び口輪筋の誘発筋放電の振幅は一定となった。ちなみに，舌咽神経咽頭枝の運動神経を刺




る神経 (protrusion n.) と後退させる神経 (retractor n.) を分離しおのおのを刺激すると， pro. 
trusion n. への刺激を先行させた場合は誘発筋放電は100-200msec の時差にて抑制された。しかし
retractor n. への刺激を先行させた場合には，この抑制効果はみられなかった。以上の結果より，誘
発筋放電は舌神経を介して抑制されるものと示唆された。そこで確認するために舌神経への刺激を舌
咽神経咽頭枝の求心性神経への刺激より 20-200msec先行させると口蓋帆挙筋及び口輪筋の反射性誘
発筋放電は著明に抑制され消失した。
全く同様の方法で，上喉頭神経，眼嵩下神経，下歯槽神経，顔面神経について行うと，上喉頭神経
の場合には抑制効果はみられたが，眼寓下神経，下歯槽神経，顔面神経の場合には抑制効果はみられ
なかった。
論文の審査結果の要旨
本研究はイヌの軟口蓋運動に対する舌神経，ならびに舌下神経の役割について，その生理学的機序
の一端を解明したものである。この研究で初めて明らかにされた事実は次の通りである。
1 )舌咽神経咽頭枝の電気刺激により誘発される口蓋帆挙筋の反射性筋電図活動は，舌の前方突出
によって抑制されるが，舌の後退によっては抑制されない。
2 )この抑制は舌下神経でなく，主として舌神経を介して伝達される。
以上の知見は，口蓋裂患者の鼻咽腔閉鎖機能に与える舌位の影響を究明する上で，大きな意義を持つ
ものである。従って，浜村康司君の業績は発展性のある優れた研究であり，歯学博士の学位に十分値
するものと認;める。
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